
― 人権は 一人ひとりの 宝物 ― 

 

 

 

 

 

  

                                  

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

                           

    

 

【貸館
かしかん

が利用
り よ う

できる部屋
へ や

】 

第
だい

１・第 2・第 3会議室
か い ぎ し つ

 

／多目的室
た も く て き し つ

／実習室
じっしゅうしつ

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｎｏ．１７９ ２０２１年(令和３年) １２月 

発行 北部地域振興課  

住所 〒７２０－１１３２ 
                       福山市駅家町倉光３７－１ 

電話 （０８４）９７６－９４６０ 
E-mail：hokubu-chiikishinkou＠city．fukuyama．hiroshima．jp 

利用
り よ う

時間
じ か ん

 ８：３０～２２：００ 

      （１２月２９日～１月３日を除く） 

受付
うけつけ

時間
じ か ん

 平日
へいじつ

：８：３０～１７：００ 

       土曜
ど よ う

：８：３０～１２：１５     

      （日，祝及び１２月２９日～１月３日を除く）                   

【福山市
ふ く や ま し

服部
は っ と り

交流館
こ う り ゅ うかん

】 🏣７２０－２５２４福山市駅家
ふ く や ま し え き や

町
ちょう

助元
す け も と

７０番地
ば ん ち

  ☎ （０８４）９７８－０８１０ 

学校
がっこう

再編
さいへん

により閉校
へいこう

となった服部
は っ と り

小学校
しょうがっこう

の校舎
こ う し ゃ

を改修
かいしゅう

し，

服部
は っ と り

公民館
こうみんかん

と駅
えき

家
や

ふれあいプラザの機能
き の う

を集約
しゅうやく

した地域
ち い き

住民
じゅうみん

の活動
かつどう

を支
ささ

える身
み

近
じか

なまちづくりの拠点
きょてん

「服部
はっとり

交流館
こうりゅうかん

」

が完成
かんせい

しました。館内
かんない

には服部
はっとり

地域
ち い き

の宝
たから

として長年
ながねん

取
と

り組
く

まれてきた「ほたるをテーマとした自然
し ぜ ん

・環境
かんきょう

学習
がくしゅう

」を

継承
けいしょう

する場
ば

として「ほたる笑学館
しょうがくかん

」を整備
せ い び

しています。  

               (供用開始：12月6日) 
【１階

かい

 平面図
へいめんず

】 



― 認め合おう みんな違って あたりまえ － 

 

 

2020 年度 協働のまちづくり推進事業報告 

 

※各学区
かくがっく

（地域
ち い き

）のまちづくり推進
すいしん

事業
じぎょう

報告
ほうこく

については，各公民館
かくこうみんかん

・

交流館
こうりゅうかん

のホームページに掲載
けいさい

しています。 

晴天
せ い て ん

のもと，メダカの学校
が っ こ う

開催
か い さ い

！ 開放感
かいほうかん

あふれる校外
こうがい

学習
がくしゅう

に歓声
かんせい

 

  

 

毎年
まいとし

，戸手
と で

小
しょう

４年生
ねんせい

を主
おも

な対象
たいしょう

として，環境
かんきょう

について学
まな

ぶ機会
き か い

を設
もう

けています。 

今年度
こんねんど

も環境
かんきょう

教育
きょういく

事業
じぎょう

『メダカの学校
がっこう

』を，６月２２日に中戸手
な か と で

メダカ育成会
いくせいかい

会長
かいちょう

 

吉岡稔之
よしおかとしゆき

さん宅
たく

の庭
にわ

において，戸手
と で

小学校
しょうがっこう

の４年生
ねんせい

６８人
にん

と地元
じ も と

ボランティアの参加
さ ん か

によ

り開催
かいさい

しました。 

 かつて自然
し ぜ ん

にあふれていた戸
と

手川
で が わ

には，多
おお

くのメダカが泳
およ

ぎ，蛍
ほたる

が舞
ま

っていましたが，

気
き

が付
つ

けばごみが散乱
さんらん

し，汚
よご

れた川
かわ

へと変貌
へんぼう

していました。こうした中
なか

，戸
と

手
で

川
がわ

をきれい

にし，メダカの住
す

める川
かわ

を取
と

り戻
もど

したいとの思
おも

いから多
おお

くの仲間
な か ま

が集
つど

い，住
す

んでよかった

と思
おも

えるような住
す

みよい町
まち

にするための取組
とりくみ

が始
はじ

まり，その象 徴
しょうちょう

としてメダカの飼育
し い く

が始
はじ

まりました。 

そして，この活動
かつどう

の一環
いっかん

として，子
こ

どもたちに自然
し ぜ ん

環境
かんきょう

や生命
せいめい

の尊
とうと

さに関心
かんしん

を深
ふか

めても

らうことを目的
もくてき

に『メダカの学校
がっこう

』が開催
かいさい

されています。子
こ

どもたちは，メダカの生態
せいたい

に

ついての講義
こ う ぎ

の後
あと

，多
おお

くの水槽
すいそう

で元気
げ ん き

に泳
およ

ぎ回
まわ

るメダカを興味
きょうみ

深
ぶか

くのぞき込
こ

んだり，顕微鏡
けんびきょう

でメダカの卵
たまご

を観察
かんさつ

したり，気
き

が付
つ

けば自然
し ぜ ん

を守
まも

ることの大切
たいせつ

さや生
い

き物
もの

を思
おも

いやる心
こころ

が知
し

らず知
し

らずの内
うち

に学
まな

べた貴重
きちょう

な時間
じ か ん

となりました。 

この事業は屋外活動となりますが，戸手小学校との協議のうえ，参加児童を半数ずつの２

班に分けるとともに，マスク着用で，一作業ごとに消毒液を使用しながら新型コロナウイ

ルス感染対策を講じて実施しました。 

 

【多くの水槽を見学しながら，めだかの里

育成会の方からの説明を受けました】 
【講師の吉岡さんから説明を受けています】 

【メダカの卵を顕微鏡で観察する児童】 

  動く心臓に驚き，興味津々❣❢ 

【説明を受け，一生懸命にメモを取る児童】 



― 人権尊重 平和を築く 第一歩 － 

 

 

色
いろ

とりどりの花火
は な び

が学区
が っ く

を照
て

らし，気持
き も

ちも明
あか

るくなりました。 

コロナ禍
か

での『ふれあいまつり』 

 
例年
れいねん

，常
つね

金
かね

中学校
ちゅうがっこう

を会場
かいじょう

に，バザーやイベント，作品展
さくひんてん

を行
おこな

っている「ふれあい

まつり」ですが，新型
しんがた

コロナウィルス感染
かんせん

拡
かく

大防止
だいぼうし

の為
ため

，規模
き ぼ

を縮 小
しゅくしょう

し，会場
かいじょう

を常
つね

金丸
かねまる

公民館
こうみんかん

に変更
へんこう

しました。 

公民館
こうみんかん

では，密
みつ

を避
さ

ける為
ため

，各部屋
か く へ や

に作品
さくひん

を展示
て ん じ

し，時間
じ か ん

も短縮
たんしゅく

しました。 

 今回
こんかい

３５回
かい

記念
き ね ん

と，Ｗｉｔｈコロナでのふれあいまつりに，学区
が っ く

初
はつ

となる打
う

ち上
あ

げ

花火
は な び

を企
き

画
かく

しました。 

 広範囲
こうはんい

にどこからも見
み

えるよう，学区
が っ く

の中心
ちゅうしん

となる常
つね

金
かね

中学校
ちゅうがっこう

グラウンドを会場
かいじょう

に，約
やく

４分間
ふんかん

６５発
はつ

，大輪
だいりん

の花火
は な び

が打
う

ち上
あ

げられました。 

 住民
じゅうみん

が集
あつ

まっての交流
こうりゅう

が難
むずか

しい中
なか

，ソーシャルディスタンスを保
たも

ちながらも，花火
は な び

の感動
かんどう

で住民
じゅうみん

の気持
き も

ちが一つになっ 

たイベントとなりました。 

 今後
こ ん ご

も内容
ないよう

や方法
ほうほう

を検討
けんとう

しながら 

各事業
かくじぎょう

を行
おこな

っていこうと思
おも

います。 

 

2020 年度 協働のまちづくり推進事業報告 

 

※各学区
かくがっく

（地域
ち い き

）のまちづくり推進
すいしん

事業
じぎょう

報告
ほうこく

については，各公民館
かくこうみんかん

・

交流館
こうりゅうかん

のホームページに掲載
けいさい

しています。 



たんぽぽ１７９号をそのまま読むことが困難な方のために，営利目的を除き録音・拡大・写本などを行うことを認めます。 

 

 

 

 「福山市
ふくやまし

人権
じんけん

尊 重
そんちょう

のまちづくり条 例
じょうれい

」が９月３０日に公布
こうふ

・施行
しこう

されました。 

 条 例
じょうれい

は前文
ぜんぶん

で「全
すべ

ての人
ひと

が基本的
きほんてき

人権
じんけん

を持
も

っているかけがえのない個人
こじん

として尊 重
そんちょう

される社会
しゃかい

をつくっ

ていくためには，市民
しみん

一人一人
ひとりひとり

が，様々
さまざま

な人権
じんけん

問題
もんだい

について正
ただ

しく理解
りかい

した上
うえ

で，差別
さべつ

を許
ゆる

さない，差別
さべつ

を解
かい

消
しょう

していくという意識
いしき

を持
も

ち，かつ，行動
こうどう

に移
うつ

さなければならない。こうした認識
にんしき

の下
もと

，差別
さべつ

のない，誰
だれ

もが

真
しん

に大切
たいせつ

にされる人権
じんけん

尊 重
そんちょう

のまちづくりを推進
すいしん

していく決意
けつい

を新
あら

たにし，この条 例
じょうれい

を制定
せいてい

する」とし，「全
すべ

ての人
ひと

の人権
じんけん

が尊 重
そんちょう

される社会
しゃかい

を実現
じつげん

すること」を目的
もくてき

として制定
せいてい

されました。 

 さまざまな人権
じんけん

について正
ただ

しく理解
り か い

し，差別
さ べ つ

のない，誰
だれ

もが真
しん

に大切
たいせつ

にされるまちをつくっていきましょう。 

 

ふくやま人権大学２０２１【テーマ】「部落
ぶ ら く

問題
も ん だ い

ってなに？」〈全３回〉 

     

１ １２月１日（水）「なぜ部落
ぶ ら く

差別
さ べ つ

はあるのか？」  

  講師
こうし

 山下
やました

 真澄
ま す み

さん（部落
ぶらく

解放
かいほう

同盟
どうめい

福山市
ふくやまし

協議会
きょうぎかい

 議長
ぎちょう

） 

２ １２月８日（水）「人権
じんけん

と部落
ぶ ら く

差別
さ べ つ

 市民
し み ん

意識
い し き

調査
ちょうさ

と理論的
りろんてき

課題
か だ い

」   

  講師
こうし

 青木
あ お き

 秀男
ひ で お

さん（広島
ひろしま

部落
ぶらく

解放
かいほう

研 究 所
けんきゅうしょ

連絡会
れんらくかい

副理事長
ふくりじちょう

／NPO社会
しゃかい

倫理
りんり

・動態
どうたい

研 究
けんきゅう

所
しょ

理事長
りじちょう

・所 長
しょちょう

）  

３ １２月１５日（水）「同和
ど う わ

教育
きょういく

がめざしてきたもの」   

  講師
こうし

 井上
いのうえ

 聖
きよ

文
ふみ

さん（元
もと

福山市
ふくやまし

同和
どうわ

教 育
きょういく

研 究 協
けんきゅうきょう

議会
ぎかい

） 

【時間
じかん

】１９時～２０時３０分 【会 場
かいじょう

】 瀬戸
せ と

コミュニティセンター（福山市
ふくやまし

瀬戸町
せとちょう

大字
おおあざ

地頭分
じとうぶん

80番地
ばんち

１） 

主催・問合せ・申込み先 福山市
ふくやまし

市民局
しみんきょく

まちづくり推進部
すいしんぶ

 人権
じんけん

・生 涯
しょうがい

学習課
がくしゅうか

 

  ＴＥＬ 084-928-1243   FＡＸ  084-928-1229 

  電子メール jinken-shougaigakushuu@city.fukuyama.hiroshima.jp    申込フォームＵＲＬ   

 

 

第二次
だ い に じ

世界
せかい

大戦
たいせん

の惨劇
さんげき

を二度
に ど

と繰
く

り返
かえ

さないという反省
はんせい

からつくられたのが国際
こくさい

連合
れんごう

です。各国
かっこく

の

代表者
だいひょうしゃ

は，世界
せかい

平和
へいわ

の実現
じつげん

のためには，各国
かっこく

が 協 力
きょうりょく

して「人権
じんけん

を守
まも

る努力
どりょく

」をすることが必要
ひつよう

不可欠
ふ か け つ

で

あるとしました。その国際
こくさい

連合
れんごう

は，1948年12月10日の第
だい

3回
かい

総会
そうかい

で「世界
せかい

人権
じんけん

宣言
せんげん

」を採択
さいたく

しました。

このことから12月10日を『人権
じんけん

デー』，12月4日から12月10日までを『人権
じんけん

週 間
しゅうかん

』として，全国的
ぜんこくてき

に

人権
じんけん

尊 重
そんちょう

思想
しそう

の普及
ふきゅう

や高揚
こうよう

のための啓発
けいはつ

活動
かつどう

を展開
てんかい

しています。 

福山市
ふくやまし

でもさまざまな啓発
けいはつ

事業
じぎょう

を展開
てんかい

しています。家庭
かてい

や地域
ちいき

等
とう

で「思
おも

いやりの 心
こころ

」「かけがえのない

命
いのち

」「人権
じんけん

の大切
たいせつ

さ」などについて 考
かんが

え，みんなで「差別
さべつ

のない 明
あか

るい住
す

みよいまちづくり」の実現
じつげん

につ

なげていきましょう。 
                

【児童
じ ど う

生徒
せ い と

人権
じんけん

平和
へ い わ

作品展
さくひんてん

】問合
といあわ

せ：人権
じんけん

・生涯
しょうがい

学習課
がくしゅうか

 ☎928-1006            

市内
しない

の児童
じどう

・生徒
せいと

が作成
さくせい

した人権
じんけん

・平和
へいわ

やユニバーサルデザインに関
かん

する作品
さくひん

を展示
てんじ

します。 

◆日時
にちじ

：１２月４日（土）～１２月１２日（日）◆場所
ばしょ

：北部
ほくぶ

市民
しみん

センター１階
かい

市民
しみん

サロン 

 

 

人権
じんけん

週間
しゅうかん

関連
かんれん

行事
ぎょうじ

           

  

終 了
しゅうりょう

しました 

mailto:jinken-shougaigakushuu@city.fukuyama.hiroshima.jp

